
提

出

者

穀

田

恵

二

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

二

五

号

日
本
道
路
公
団
の
工
事
入
札
や
人
事
な
ど
に
か
ら
む
、
政
治
家
等
の
圧
力
・
介
入
疑
惑
に
関
す
る
質
問
主
意
書

25



日
本
道
路
公
団
の
工
事
入
札
や
人
事
な
ど
に
か
ら
む
、
政
治
家
等
の
圧
力
・
介
入
疑
惑
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
道
路
公
団
前
総
裁
で
あ
っ
た
藤
井
治
芳
氏
は
、
「
週
刊
文
春
」
（
十
月
二
十
三
日
付
等
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
日
本

道
路
公
団
の
工
事
入
札
や
人
事
な
ど
に
か
ら
ん
で
、
政
治
家
・
秘
書
官
か
ら
圧
力
・
介
入
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。石

原
伸
晃
国
土
交
通
大
臣
は
、
本
年
十
月
五
日
、
藤
井
氏
の
進
退
問
題
に
関
し
て
行
わ
れ
た
同
氏
と
の
会
談
の
席
で
、
政
治

家
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
あ
げ
て
疑
惑
を
指
摘
す
る
話
が
藤
井
氏
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
明
ら
か
に
し
、

十
一
月
二
十
五
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
も
認
め
て
い
る
。

小
泉
内
閣
は
、
道
路
四
公
団
の
民
営
化
に
関
す
る
法
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提
出
す
る
準
備
を
す
す
め
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
政
官
業
の
癒
着
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
�
民
営
化
先
に
あ
り
き
�
で
事
を
す
す
め
て
も
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る

「
改
革
」
は
で
き
な
い
。

小
泉
内
閣
と
し
て
、
藤
井
氏
の
指
摘
す
る
疑
惑
に
つ
い
て
、
事
実
関
係
の
徹
底
し
た
解
明
を
行
う
責
任
が
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

第
一

公
団
工
事
発
注
に
か
ら
ん
で
自
民
党
の
青
木
幹
雄
参
院
幹
事
長
が
藤
井
氏
ら
に
「
圧
力
」
を
か
け
た
と
い
う
疑
惑
に
つ

一



い
て
。

道
路
公
団
は
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
に
、
資
金
調
達
を
理
由
に
十
三
件
の
工
事
の
発
注
を
延
期
し
た
。
こ
の
中
に
、
青

木
氏
の
地
元
、
島
根
県
の
山
陰
自
動
車
道
・
仏
経
山
ト
ン
ネ
ル
西
工
事
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
青
木
氏
が
激
怒
し
、
藤

井
氏
や
公
団
を
監
督
す
る
国
土
交
通
省
幹
部
に
直
接
電
話
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
過
に
つ
い
て
、
藤
井
氏
は
、

「
実
は
あ
の
時
、
青
木
さ
ん
か
ら
直
接
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
」
と
「
週
刊
文
春
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い

る
。
さ
ら
に
、
「
（
青
木
氏
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
際
）
瞬
間
的
に
メ
モ
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

メ
モ
を
見
れ
ば
時
間
な
ど
も
わ
か
る
」
と
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
、
メ
モ
を
作
成
し
た
事
実
を
認
め
て
い

る
。藤

井
氏
が
作
成
し
た
と
さ
れ
る
こ
の
メ
モ
の
検
証
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
の
中
に
は
、
「
二
〇
〇
一
年
十
二
月
十

九
日
午
前

（
国
交
省
）
企
画
課
長

青
木
幹
雄
事
務
所
で
仏
経
山
ト
ン
ネ
ル
の
件
で
怒
ら
れ
る
。
午
後

道
路
局
長
が

『
（
公
団
総
裁
と
と
も
に
）
説
明
に
行
き
た
い
』
と
申
し
入
れ
る
が
、
返
事
な
し
。
」
「
二
十
日

午
前
九
時
二
十
五
分

道
路
局
長
に
青
木
事
務
所
か
ら
電
話
。
�
俺
の
と
こ
ろ
を
中
国
地
方
で
な
ぜ
選
ん
だ
の
か
、
�
こ
れ
を
文
書
に
し
て
届

け
ろ
、
�
こ
の
こ
と
は
総
裁
に
言
っ
て
あ
る
。
」
「
二
十
五
日

青
木
か
ら
道
路
局
長→

高
速
道
路
課
長
へ
『
発
注
を
先

二



送
り
し
た
工
事
に
関
わ
る
経
緯
』
を
詳
し
く
文
書
で
提
出
せ
よ
と
の
指
示
。
」
な
ど
、
青
木
氏
か
ら
国
土
交
通
省
幹
部
へ

の
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
確
認
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
メ
モ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
。
及

び
そ
の
経
過
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

第
二

飯
島
勲
・
小
泉
首
相
秘
書
官
が
公
団
の
人
事
に
介
入
し
た
と
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
。

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
の
事
務
局
次
長
で
あ
っ
た
片
桐
幸
雄
氏
が
道
路
公
団
に
帰
っ
て
き
た
際
に
、
藤

井
氏
は
、
「
調
査
役
の
ポ
ス
ト
し
か
あ
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
四
国
に
転
勤
さ
せ
る
人
事
が
内
定
し
た
ん
で
す
が
、

そ
の
途
端
、
飯
島
秘
書
官
か
ら
突
然
、
電
話
が
入
っ
て
、
『
片
桐
を
絶
対
に
左
遷
す
る
な
』
と
言
わ
れ
た
。
」
と
語
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
公
団
四
国
支
社
副
支
社
長
と
な
っ
た
片
桐
氏
が
、
公
団
の
財
務
諸
表
問
題
で
内
部
告
発
の
手
記
を
発
表

し
た
た
め
、
二
〇
〇
三
年
八
月
に
副
支
社
長
を
解
任
さ
れ
、
同
支
社
調
査
役
に
さ
れ
た
際
に
も
、
飯
島
氏
か
ら
、
「
こ
れ

は
左
遷
じ
ゃ
な
い
か
。
い
い
か
、
片
桐
は
処
分
す
る
な
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
」
な
ど
の
電
話
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。藤

井
氏
に
よ
れ
ば
、
飯
島
氏
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
直
接
、
藤
井
氏
に
人
事
に
関
す
る
電
話
が
か
け
ら
れ
て
い
る
と
さ

三



れ
る
が
、
そ
の
事
実
関
係
は
ど
う
か
。

第
三

東
京
・
赤
坂
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
跡
地
を
め
ぐ
る
故
竹
下
登
元
首
相
の
関
与
疑
惑
に
つ
い
て
。

一
九
九
六
年
ご
ろ
、
千
代
田
生
命
の
関
連
会
社
が
所
有
し
て
い
た
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
跡
地
を
旧
建
設
省
の
外
郭

団
体
「
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
」
に
購
入
さ
せ
よ
う
と
竹
下
元
首
相
か
ら
働
き
か
け
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
藤
井

氏
は
、
竹
下
氏
の
働
き
か
け
を
拒
否
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
藤
井
氏
も
「
た
し
か
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
一
件
か
ら
、

私
は
竹
下
先
生
か
ら
疎
ん
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。
石
原
国
土
交
通
大
臣
は
、
「
国
土
交
通
省

が
こ
の
土
地
の
絡
み
で
民
都
機
構
か
ら
相
談
を
受
け
た
と
い
う
事
実
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
」
（
二
〇
〇
三
年
十
一
月

二
十
五
日
衆
院
予
算
委
員
会
）
と
一
部
認
め
て
い
る
。
こ
の
事
実
関
係
及
び
経
過
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


